
平成29年度　施設分析シート

Ⅰ施設の概要

● ●
○ ○

Ⅱ管理運営の状況

Ⅲ財務諸表 （単位：千円）

正味財産の部合計

がん検診来所者数

電力使用量（kw）
ガス使用量（ ）

乳幼児健診
開庁日数

水道使用量（ ）
ＣＯ２排出量（t）
ごみ排出量（ ）

23,625
2,378
209

51,885

平成26年度

平成26年度

22,028
5,253
244

351,710
23,425
2,811
235

50,040

平成25年度

平成25年度

21,035
5,171
244

347,586
24,764
2,879
238

54,315

－

一般区民
午前8時30分から午後5時15分まで
原則土日祝日、年末年始

平成29年度（見込み）

26,500
5,500
244

平成29年度（見込み）

341,717
24,553
2,765
224

52,500

平成28年度

平成28年度

26,557
5,353
243

336,040
26,608
3,105
228

55,575

平成27年度

平成27年度

22,688
5,267
243

337,401

240 ‐

使用料及び手数料 ‐

0 ‐

0

H27年度 H28年度

昭和63年6月20日 職員数 94

施設の履歴 時期 建築費
(単位:千円)

財源内容（単位：千円）
国・都 区債 一般財源

施設名 がん予防・健康づくりセンター
所在地 荒川区荒川二丁目１１番１号
所管部署 健康推進課

竣工年月日 昭和63年6月20日 常勤・非常勤 その他

増改築①
建築

対象者

運営時間等
運営時間
休日

事業内容

駐輪場の状況

管理形態

昭和63年 1,600,000

増改築②

面積
敷地面積 3,257.43㎡
延床面積 4,420.45㎡

設置目的・経緯
がんに関する予防教育、調査研究、検診事業等の推進
地域住民の健康保持と増進

供用開始年月日
構造 鉄筋コンクリート 階層 地下2階、地上4階

関連部署 健康推進課、保健予防課
根拠法令等
設置条例

荒川保健所の設置に関する条例

駐車場の状況

利
用
者
数
等

まで
から

荒川区がん予防・健康づくりセンターの運営、維持管理
○がん検診事業(胃がん、大腸がん、子宮頸がん検診等)
○健診事業（乳幼児健診、無保険者の健康診査、受託健診、３５～３９歳健診、肝炎ウイルス健診等）
○歯科に関する事業（成人歯科健康診査、歯科衛生相談、障害者歯科対策事業等）

－

そ
の
他

行
政
費
用

給与関係費 ‐ 841,913 ‐

行
政
収
入

扶助費 ‐ 0 ‐

‐ 国庫支出金 ‐

‐ 行政収入合計(a) ‐

4,865

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 H27年度 H28年度 差額 勘定科目 H27年度 H28年度 差額

維持補修費 ‐ 3,120 ‐ 都支出金 ‐ 27,622 ‐

地方税等 ‐ 0 ‐
物件費 ‐ 304,937

‐
減価償却費 ‐ 41,808 ‐ その他 ‐ 1 ‐

分担金及び負担金 ‐ 0 ‐
補助費等 ‐ 7,512 ‐

特別収支差額(f)-(g)=(h) ‐ 0 ‐ 当期収支差額(e)+(h) ‐ ▲ 1,335,645‐
特別費用(g) ‐ 0 ‐ 特別収入(f) ‐

0 ‐
行政費用合計(b) ‐ 1,368,373 ‐ 通常収支差額(c)+(d)=(e) ‐ ▲ 1,335,645‐
その他行政費用

貸
借
対
照
表

勘定科目 H27年度 H28年度 差額 勘定科目

その他の流動資産 ‐ 0 ‐ 特別区債 ‐ 0 ‐

固
定
資
産

有形固定資産 ‐ 998,690 ‐ 賞与引当金

40,752 ‐

‐

‐ 40,752 ‐
土地 ‐ 226,234 ‐ その他の流動負債 ‐

差額
流
動
資
産

収入未済 ‐ 0 ‐ 流動負債 ‐

0 ‐
工作物等 ‐ 11,605 ‐ 退職給与引当金 ‐ 573,164 ‐
建物減価償却累計額 ‐ ▲ 838,927 ‐ 特別区債 ‐

不納欠損引当金 ‐ 0 ‐ 還付未済金 ‐ 0 ‐

‐
建物 ‐ 1,611,384 ‐ 固定負債 ‐ 573,164

427,551 ‐
その他の固定資産 ‐ 42,777 ‐ ‐ 427,551 ‐
建設仮勘定 ‐ 0 ‐ 正味財産 ‐

0 ‐
無形固定資産 ‐ 0 ‐ 負債の部合計 ‐ 613,916 ‐
工作物等減価償却累計額 ‐ ▲ 11,605 ‐ その他の固定負債 ‐

1,041,467 ‐資産の部合計 ‐ 1,041,467 ‐ 負債及び正味財産の部合計 ‐

不納欠損・貸倒引当金繰入額 ‐ 0

備
考
行政コストとしては、がん予防センターで実施している健診、相談事業、両親学級等の講座に係る経費が計上されている。
行政収入としては、受託健診の検査費用（使用料）等が計上されている。

賞与・退職給与引当金繰入額

32,728 ‐
‐ 169,084 ‐ 行政収支差額(a)-(b)=(c) ‐ ▲ 1,335,645‐
‐ 0 ‐ 金融収支差額(d) ‐

北庁舎共有 バリアフリー
対応状況北庁舎共有

エレベーター
点字ブロック

だれでもトイレ
スロープ

直営 － 期間



Ⅳ　施設運営の方向性（所管の考え方）
無 有 ）

転用・多目的化 民営化 他施設との統合 廃止
現状維持 その他（ ）
有 ）
無

‐1㎡当たりコスト（円） ‐

H25年度
‐
‐
‐

H29年度(見込み)H27年度 H28年度
‐
‐

H26年度
‐
‐

指標
有形固定資産減価償却率（％）
有形固定資産減価償却率（８０年）（％）

52.4
33.8

237,937

課題に対する
現時点での考え

○荒川区公共施設等総合管理計画に基づき、施設の適切な運営と管理を行う
○発災時にスムーズな避難誘導が行えるように、避難誘導訓練や消防訓練を実施する。
○がん検診は、国の指針に基づき実施しているところであるが、受診率向上に向けては、がん検診
の案内の封筒をより目立つデザインに変更し、また誕生月を過ぎても申し込みをされていない区民
にハガキで新たに受診勧奨を行うなど受診を促す工夫をしている。さらに平成２９年度から「胃内
視鏡検診」を導入し、その実施を荒川区医師会に委託し、受診率向上を図る。

議会、利用者等
からの意見

管理形態の変更の推移

現状・課題

○本施設は平成３年に竣工。ＲＣ構造の地下２階、地上４階の施設であり、竣工から２１年が経過
し、全体に老朽化が進んでいる。
○平成24年度に冷温水発生器の交換工事を行った。２５年１月の営繕課の調査では外壁のひび割
れ、屋根の雨漏り、床の浸水など、改修に向けた検討が必要である。なお、設備機器についても耐
用年数が経過し更新が必要である。
○健診時、一ケ所に健診者が集中するため、発災時の避難誘導に注意が必要である。
○がん検診の受診率について、目標値にむけてさらに創意工夫が必要である。

25
実績値 21

計画の有無

目標指標
指標名・単位 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

● ○ （計画名：

25

○
●

（変更内容：

○
●

○
○

○
21 22 22 23

施設運営の方向性
○

H29年度(見込み)

がん検診受診率
目標値 25 25 25

財
務
指
標
・
評
価
指
標
等

‐

‐
‐

グラフ１ グラフ２
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